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・星遷岳駆置召量至・
町職員の給与・定員管理 (P.2) 

よろこびかなしみ (P. 5) 

まちの出来事 (P. 6) 

保健センターだより (P.12) 

お知らせ記事 CP.14) 

歓声か響＜笑顔か光る。

11月7日（日）、サン・ナンタンランド多目的グラウンドにて町民大運動会が行われました。

参加者のみなさんお疲れ様でした。

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・・・・ 19,009人 ・男性…… 8,858人 ・女性…… 10, 1 51人 ・世帯数…… 9,18ワ世帯

（平成22年11月1El硯在）



(2)職員の初任給の状況（平成22年 4月 1日現存）

区 分 串 本 町

大学卒 172,200円
一般行政職

高校卒 140,100円

技能労務職 高校卒 140,100円

大学卒 172,200円
教育覗

短大卒 152,800円

(3)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（乎成22年 4月 1日現存）

経験年数l5年 1 経験年数20年区 分 経験年数lO年

一般行政職
大学卒

高校卒

240,600円 292,850円

262,775円

327,200円

309,700円

（注）該当する経験り数の職員かいない楊介は経験り数か近い職員の給料）」頷を参者に算出しました。

[ 3．一 般 行 政 職 の 級 別職員数の状況 ］ 
（平成22年 4月 ln玩在）

区分 級 級 級 4
 

級 級

標準的な職務内容 主事・技師 主査 主任・主査 副課長・専門員 参事課長主幹

職 -E
 

数 ll人 19人 36人 34人 30人

]
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、

J、十

構
一
り

成 比 8.5% 14.6% 27.7% 

出本町の給与条例に払つく給料表の級区分による熾員数てす。

杓乳的な廠務内容とは、それぞれの級に該出する代表的な職務です

［ 4.職員の手当の状況 ］ 

（1)期末手当・勤勉手当

26.2% 

（平成22年 4月 1日現在）

(2)退職手当

串本町 国

一人当たり平均支給額

(21年度）

139万4千円

【2l年度支給割合】 【2l年度支給割合】

〇期末手当 2 75月分
同じ

〇勤勉手当 l 40月分

【加算措置の状況］ 【加算措置の状況】

職制上の段階、職務の級 聡制上の段階、職務の級

等による加算措薔 等による加算措涵

〇役職加算 5~10% 〇役職加算 5~20% 

〇管理戟加算なし 〇管理職加算 10-25% 

23.l % 

※合業戦を除きます。

甲本 町 国

〈支給率）〈自己都合）〈勧奨定年〉

勤続20年 23 50月分 30 55月分

勤続25年 33 50月分 41 34月分

勤続35年 47 50月分 59 28月分 同じ

最高限度額 59 28月分 59 28月分

その他の加算措国定年前早期退職特例措謳

(2%~20%) 

l人当たり平均支給額（平成21年度）

〈自□都合〉 259万2千円

〈勧奨定年〉 2,276万5千円

（注） 退職予当の一人当たりの平均文給額は‘|＇成 2l什度に退職した戦員にと給された平均額です

[ 1 総括 ］ 
(l)人件費の状況 （普通会計決算）

悶髯贔門［l：こここI:』;
（注）人件費には町艮や副町長など特別職に支給される給料や手当、町議会議旦や各種委曇会報酬

等を含んでいます。

区分

21年度 l9,l④人

(2)職員給与費の状況（普通会計決算）

給 与費

21年度1245人 1,;〗:二［旦二／
駐只手当には退耽手当を含んでいません。

載員数は平成21年4月1日現在の人数です。

区分
職昂数

A 

l

2
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人件費率 （参考）

B/A 120年度人件費率

17.9% 

一人当たり
給与費

B/A 

54万円

22.8% 

(3)ラスパイレス指 数の状況 （各年 4)」1LJ現在）

98.0 

96.0←-----------------------------------------------

94.0 e----

紀．0

9'.J.O 
串本町 類似団体平均 全国町村平均

（注） 1 ラ入バイレ入指故とは国家公務Hの給与水準を100とした楊合の地方公務且

の給与水準を示す指数です。

2 類似1寸1体平均とは人U規桟、産業構造が類似している団体のラスパイレス

指数を単純平均したものです。

［ 2,職員の平均給与月額・初1鎚等の状況 ］ 

(l)職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 （平成22年4HI且現在）

区分 平均年齢 平抱給料月額 平均給与月額

一 般行政賑 43.4歳 319,100円 355,528円

技能労務 聴 49 0歳 256,100円 269,250円

うち用務旦 48.8歳 2約，500円 254,522円

教 育 職 44.4歳 321,300円 341,991円

消 防 職 44. l歳 379, 90'.J円 383,452円

（注） 1 「平均給科月額」とは平成22年4月1日現在における各職種ごとの既員の某本

給の平均です。

2 「平均給与月領」とは給科月額と師月支払われる扶贅手当、地域手当、{l:．居手

当、時間外勤務手当などのすべての諸手~i （期末・勤勉手当及ぴ退職手当を除き
ます。） の額を合~Iしたものであり、地方公務具給与実態潤介において 1j/] らかに
されているものです。
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③広 報くしもと 2010.12 広報くしもと 2010.12 ②



よろこび

かなしみ
※広報への掲叔を席望されない方は、届出の際に窓「lにお巾 し出ください。

(lOn受付分 孜称略）

／ ／ 

』日中野杉本巽端谷 ：：：：木森森口 堂^忍い前地 沿田 菜盟望
ひ 健 し‘
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［ 5.特別職の報酬等の状況 ］ 

陶 初 中出辻巾長大丸嶋辻吉横坂 I~ 林堀中林芝中後杉森竹 柑（

田村嶋 l勾村瀬伴 本本内田溝本 野崎 棉 井道尾 垣村

正宗久かサ米正長 一 れ安 カキ孝ツ 嘉 民知フ光茂益 幸千
仁ず力 浮ズミユ譲ジ 津

滋 一 恵子~ ヱ ー 芯吉枝 い野 江 —f 也ミ男 代也ヱ代次箭恵子

64 98 89 80 89 80 66 86 93 90 98 82 79 84 77 88 75 82 79 74 92 70 82 62 83 94 

田 ＝ 串串高湖串 ＝ 串串潮串田田須潮串有串須串西西中西西

並色本本白岬本色 本本 岬 本並子江岬本 1f1本江本向向榛向向

零
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す [ 6 定員管理 ］ 

本格的な冬の到釆に伺え、石油ストーフなどの暖房話貝のお手入れは万全でしょうか。
石油ストーフによる火災の主な原因は、 可燃物の接触や落下、引火、 ふく射、使用方法の誤り、消

し忘れ過熱、使用中の結油 なととなっています。
寒い時期を迎えるにあたり、これからストーフなどの暖房器貝を使用する機会が多くなります。央

災を発生させないよう特に次の点に注意するよう心掛けましょう。

〈使用にあたつての注意事項〉

・ストーフの近くに燃えやすい物を置かないこと。

・ストーフの上方に洗濯物などを干さないこと。
・カーテンなどがストーフに接触しないようにそれらの物から離して使用すること。

・ストーフの近くではヘアースプンーなと引火の危険性がある物を使用しないこと。
・不完全燃焼による一酸化炭素中毎を防ぐために定期的に換気を行うこと。

〈使用方法〉

・灯油を給油する場合は、火を消してから行うこと。
・給油後タンクのふたを確実に朋めるごと。

・振動を感じたり、転倒した場合に自動的に消火する耐需自動消火
装濫付きのものをできるだけ使用すること。

〈点火及び消火の確認〉

・正常に燃焼していることを確認すること。
・就寝特、外出国は、必す完全に消央していることを確認すること。

〈点検 ・整備〉

・暖房シーズン前には、十分な点検 ・整備を行って使用すること。

傭険物の保管〉

・灯油の保管場所は、央気を使う場所から遥ざけて直射日光を避けた冷暗所とすること。

（平成22年4月1日現仁）

区分 給 料 巨 額 等

給 町 長 531. 200円

料 副町長 448,000円

報 議 長 270,000円

副議長 215,000円
酬 さ叶羊 只E 200,000円

町 長 (21年度支給割合）
期 副町長 3.0月分 加算給料月額の 35%
末

手 議 長 (21年度支給割合）

当 副語長 3 D月分 加莫報酬月頷の 10%
議 巨c ， （算定方式） Cl期の手当額） （支給時期）

町 長 退職の日の給料巨額 x在職月数 X43.3/ 100 l, 104万円 任期毎

副町長 退職の日の給料巨額 X在職月数 X25 8/ 100 554万8千円 任期毎

（］i) 退識手＇りの「 1朋の手‘'1祖」は 4月1『現在の給料月祖及び支給率に広つぎ、 1判 (4年＝48月）勘めた場合
における退職千当の見込領ですc

(l)年齢別職員構成の状況（平成22年4月1日現存）

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳 44歳 48歳 52歳 56歳 60歳

区分 I I I I I I I I I I 言十

未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳 55歳 59歳 以上

職員敬 0人 5人 23人 42人 58人 42人 32人 48人 46人 44人 47人 0人 387人

(2)定員管理の数値目標及び進捗状況 （平成22介4月1日現イ1)

区 分
平成17年 ～平成21年 平成22年 平成l8年～22年 平成22年
（計画始期） (～4年目） (5年目） ノ□ 弓口t （数1直目標）

一般行政及び 職員数 347人 303人 293人 302人

公営企業等 堵減 ／ .a. 38人 ▲ 10人 .a. 48人 (123%) "" 39人

特別行政 職戻数 112人 98人 95人 97人

（教育・消防） 増減 ／ ..._ 74人 ..... 3人 ▲ 17人 (113%) ▲ 75人

職員数 453人 407人 388人 399人
合言t

／ 堵減 ..._ 52人 ..,. 73人 ▲ 65人 (120%) ▲ 54人

（注） j 計1曲期間はj7年～22年の 5年闇です。
2 ( ％）内の薮1直は数伯目標に対する遮捗率を示しています。
3 増減は、各{Iの欄にあっては対前介度比の職員増減数を、戸Iの情にあっては訂画 lり口以降現介までの
職貝培減数の累計をホしています。

4 特別行政栽員数には教育長が含まれています

⑤ 広報くしも と 2010.12 広報くしもと 2010.12 (4〉



タグラグビーのゲームを体験する古座小の児童たち

【タグラグビー】タックルやスクラムな

どの激しい身体接触を取り除いた、子ど

もや初心者、レクリニーション向けの商

易ラグビー。ポールを持った者が腰の両

脇に取り付けたテープ（タグ）を取られ

るとパスしなければならない。

h‘
文
化
の
日
町
民
表
彰
・

h
□

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

11月

7
n
(
H
)
、
町
民
大
運
動
会
の
会
場
に
て
各
分
野
に
お
い
て
町
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
Jj
々
に
贈
ら
れ
る
町
民
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年

は
次
の
3
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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ん

(75)
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昭
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56
年
4
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平
成
22
年
1
1
月
ま
で
の

29
年
8
ヶ
月
間
、
民
↑
児
屯

委
貝
を
務
め
ら
れ
（
中
成
13
年
1
2
月

1
Y成
16
年
1
1
月
は
民
生
委
貝
・
児
免

委
貝
協
議
会
会
長
）
、
仕
民
の
生
活
安
定
の
た
め
に
尽
JJさ
れ
ま
し
た
。

た
ち
ば
な

ゆ

き

ネ

◎

消

防

功

労

橘

由

規

男

さ

ん

(71)
古加・

昭
和
38
年
1
2
月
か
ら
平
成
22
年
3
月
ま
で
の
16
年
4
ヶ
月
問
、
出
本
町
消
防
団
員

(In

古
沖
町
消
防
団
含
む
）
を
務
め
ら
れ
（
平
成
1
4
年
1
月
1
平
成
22
年
3
月
は
副
団
長
）
、

人
命
と
財
産
の
保
令
に
尽
JJさ
れ
ま
し
た
。

表彩式後の記念撮影。

左から 脊古さん、北さん（保健福祉課長代理受領）

田嶋町長、増本さん、橘さん。

◎

消

防

功

労
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つ
ひ
こ
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本
達
彦
さ
ん

(68)
潮
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本
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め
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月
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平
成
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は
団
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命
と
財
産
の
保
仝
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の

nは
体
育
協
会
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
が
併
せ
て
行
わ
れ
、

和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
第

9
回
大
会
に
お
い
て
区
間
宜
を
獲
得
す
る

な
ど
、
巾
学
校
生
活
の

3
年
間
、
町
代
表

ゼ

一
S

選
手
と
し
て
圃
大
会
で
活
躍
さ
れ
た
介
古

ほ

の

か

穂
乃
香
さ
ん

(16)
が
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さ
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し
た
。
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月
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向
地
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ワ
ー

に
お
い
て
住
民
約
100
名
が
参
加
し
、
住
占
区
主
催

の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

．
 

避
難
訓
錬
で
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午
前
9
時
の
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レ
ン
放
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を
合
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ヘ
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段
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テ
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。

ま
た
、
こ
の

nの
調
錬
で
は
、

150
食
分
の
炊
き

|
9

直
＂
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た
。
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よ
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キ
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プ
．
I
n
串
本
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月

23n（土）
21424n（
日
）
、
潮
岬
肖
少
年
の
家

3

に
お
い
て
、
串
本
町
B
&
G
應
洋
セ
ン
タ
ー
キ
佃
に

一

よ
る
、
「
親
と

f
の
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
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閲
催

彩
〗
い
い
い
炉
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〖
旦
直
門

7い
い一

を
通
じ
て
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協
力
し
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h
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す
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機

I
 

会
の
提
供
を

H
的
と
す
る
も
の
で
、

IQJ
内
の
親
子
5

p

糾
13
人
が
参
加
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
テ
ン
ト
の
設
営
や
食
事
竹
り
の

ほ
か
、
竹
食
器
作
り
、
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
や
ナ
イ

ト
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
が
行
わ
れ
、
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

129
豊
か
な
学
び
を
創
り
だ
す
た
め
に
/
}
四
虚
縫
峠
民
い
直
註
謹
疇

⑩
ェ
キ
ス
パ
—
卜
職
員
派
遣
事
業

1

串
本
町
を
訪
問

10
月
29
日
（
令
）
、
古
座
小
学
校
に
お
い
て
県
教
育
委
貝
会
（
以
下
県
教
委
）
の

10
月
1
9
H
（
火
）
、
ト
ル
コ
共
和
国
大
国
民
議
会
議
長
メ
フ

エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
貝
派
遣
事
業
の
一
環
と
し
て
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
実
技
指
巷
が
メ
ッ
ト
・
ア
リ
・
シ
ャ
ー
ヒ
ン
氏
が
串
本
町
を
訪
問
し
、
樫

行

わ

れ

ま

し

た

。

野

崎

の

遭

難

慰

霊

碑

で

行

わ

れ

た

追

悼

式

典

に

お

い

て

、

エ

同
中
業
は
、
県
教
委
や
県
立
学
校
の
職
貝
が

h
す
る
専
門
的
な
知
識
・
技
術
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
殉
難
将
ー
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

を
「
出
前
授
業
」
と
い
う
形
で
児
章
生
徒
に
提
供
す
る
こ
と
を

H
的
と
し
て
い
る
式
典
に
は
、
田
嶋
町
長
を
は
じ
め
、
和
歌
山
県
知
事
、
国

も
の
で
、
こ
の

H
は
県
教
委
ス
ポ
ー
ツ
課
の
上
井
雅
史
さ
ん
と
梅
本
将
志
さ
ん
会
議
員
ら
が
出
崩
。
黙
梼
、
献
化
が
行
わ
れ
た
後
に
、
樫
野

が
講
師
と
し
て
来
町
。
古
座
小
の

5
・
6
年
生
20
名
を
対
象
に
、
1
人
対
1
人
や
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
エ
号
追
悼
歌
が
歌
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
対
抗
で
の
タ
グ
の
取
り
合
い
、
ラ
グ
ビ
）
特
有
の
横
や
後
ろ
へ
の
パ
ス
、
シ
ャ
ー
ヒ
ン
議
長
は
、
「
ト
ル
コ
人
に
と
っ
て
こ
の
悲
劇

5
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
ゲ
ー
ム
形
式
の
指
存
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
に
立
ち
、
そ
の
圃

平
成
27
年
に
行
わ
れ
る
和
歌
山
囚
休
で
串
本
町
は
ラ
グ
ビ
ー
鋭
技
の
会
場
と
じ
息
い
を

H
本
の
特
さ
ん
も
持
っ
て
い
る
こ
と
に
感
激
し
ま

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
IQJ
民
が
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
む
機
会
は
ほ
と
ん
ど
し
た
。
そ
し
て
ト
ル
コ
と

n本
と
の
友
好
が
い
か
に
強
い
も

な
か
っ
た
た
め
、
児
童
た
ち
に
と
っ
て
今
回
の
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
休
験
は
と
て
も
の
で
あ
る
か
実
感
し
ま
し
た
。
両
国
は
と
て
も
離
れ
て
い
ま

新
鮮
だ
っ
た
様
子
。
占
沖
小
の
森
博
P
j
佼
長
は
、
「
こ
の
＊
業
に
よ
っ
て
、
新
し
す
が
あ
た
た
か
い
友
情
を
感

い
ス
ポ
ー
ツ
じ
ま
す
。
」
と
感
湖
の
言
葉

を

f
ど
も
達
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

に
楽
し
ん
で

も
ら
う
の
が

口
的
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の

体
育
の
授
業

に
も
取
り
人

れ
て
い
け
た

ら
い
い
。
」
と

話
し
て
い
ま

し
た
。

云
筐
醤
煽
顧
皇
随
贔

l

-

一

財
団
法
人
白
治
総
合
セ
ン
タ
ー
カ

一
宝
く
じ
の
普
及
広
報
の
一
環
と
し
て

一

一
行
っ
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

一

一
事
業
」
の
助
成
金
で
、
潮
岬
節
保
付

一

一
会
に
楽
器
、
音
菩
機
材
、
法
被
等
122

-

一
点
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

一

こ
の
市
業
は
市
町
村
や
コ
ミ
ュ
ニ

―

一
テ
ィ
組
織
又
は
組
織
の
連
合
体
が
行

一

一
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施

―

一
設
や
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事
業
に

―

一
対
し
て
、
支
援
す
る
目
的
で
行
わ
れ

一

一
て
い
ま
す
。

i
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広
ま
る
防
災
へ
の
取
り
組
み

住
吉
地
区
防
災
訓
練

み
ん
な
で
協
力
し
て
竹
食
器
作
り
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避難指示サイレンの後、津波避難タワーヘ集まる参加者
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年攣年始のこみの履について
12月31日（金） ～1月3日（月）の間、全地区のこみの収集が

休みとなります。また、てみ処理場への直接搬入も下記のとお

り休みとなりますので、こ注意ください。 1月4El（火）から

は平常どおり収集を行います。

詳しくは、ごみカレンダーをご覧ください。

こみ処理場（田前2288) 清撮センター（田原4146)

［受付時間】 【受付時間】
（平El) （平日）
午前8時30分～午後3時30分 午前8時30分～午後3時30分
（第2.第4士曜） （第2.第4士曜）
午前8時30分～午前l2時00分 午前8時30分～午前12時DD分
【年末年始休業日1
l2月31日（金） ～ l月3日（月） 【年末年始休業日】

【持ち込めるゴミI 12月29日（水） ～ 1月3日（月）

埋立コミ、資源コミ、古紙類 【持ち込めるゴミl
不燃粗大ゴミ、乾電池 ビニール廃プラスチック類
ペットボトル、発泡スチロー）し

［連絡先］ 【連絡先I

合 0735-66-0629 匹 0735-74-0369

宝嶋クリーンセンター

（田原4176-l)

【受付時間】

（平El)

午前8時30分～午後3時30分
（第2•第 4 土曜）

午前8時30分～午前12時DD分

【年末年始休業日】

12月31日（金）～ l月3日（月）

【持ち込めるゴミl
可燃コミ 可燃粗大コミ

【連絡先l
合 0735-74-0077

r~～～～～～~~~～～～～～～~~～～~～~~～～～～~~~~～～～~～~～~~―i 

！ 年末年始の業務について i 
i i 〈Ofljは通常通りの業務となります〉 ： 

i 
i 22年 23年 l
! I 11¥ ~ I 24 R I 25 R I 26 R I 2m I 28 R I 29 R I 30 R I 31 R I-}~ I 2 R 13 R 14 R 15 R I ! I I 112月 1月

i （祝） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （祝） （日） （月） （火） （水） i 

i役 場休〇 休 休 0 0 休休休休休休 0 0 } 
i 

i i公民館休〇休休 0 0 休休休休休休 0 0 { 

！ 図書館休 0 0 0 休ぷ巳休休休休休休 0 0 ! 
！ 

i串本病院休 〇休休 olo 休休休休休休 oIo 11 
i 
i十町ll柄院休〇休休 0 0 休休休休休休 0 0 ! 
I 

ロ
i 

1 総合運動公園
i サン・ナンタンランド 0101010 休 01010 休休〇休 0IO I I 
I iサンゴの湯 0 0 0 0 休 0 0 0 休 休 0 0 0 0 } 

！ 串本町B&G 午前中 i 
！海洋センター 0 0 0 0 0 0 の み 休休休休休 0 0 ! 
i ※休業期間中、役場では各種証明書の発行は行っておりません。 1 

※図書館は図書整理のため、 12月28日（火）が休館となります。i―”-~-••ー··ー··-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-•~-i 
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12月は r合同滞納整理強化月間」です
I ◇ 町税・県税の納め忘れはありませんか？

串本町、和歌山県及び和歌山地方税回収機構では、 12月を合同の『OO納~整

理強化月間』として、滞納額縮減のため差押えをおこなうなど、税調して

滞納整理を進めます。

まだ、納付されていない方は、至急役場又は金融機関で納付してください。

和歌山地方税回収機構とは

和歌山地方税回収機構は、滞納税金を回収

するため滞皓者宅の捜奎、不動産・預金・生

命保険・売掛金等の差押え、公売などの法的

処分をおこなう組織で寸。

本町では現在、税回収機構職員の派遣を受

けるとともに、随時滞納事案の移管をおこな

っており、今後も滞納放置者などの税金回収

のため、稿極的に活用していきます。

町税は納付期限内に納付しましょう

納税通知書には、法の規定により、納付額、

納付期限、納付場所、また納付期限までに納

付しなかった場合の滞納処分などが記載され

ています。

町税は、自主的に納付期限までに納付して

いただくのが原則です。

期限を週ぎると延滞金が発生します

滞納を放置しておくと

町税を滞納すると、納付期限内に納イ寸され

に納付者との公平性が確保できません。

町では、公正・公平性を確保するため、督

1足や催告により納付を1足しても納付しない潤

納者に対し、地方税法などに基づく預貯金、

給与、不動産などの差押えをおこなうことと

しています。

納税は便利な口座振替で

1便利です

指定金融機関や収納代理金融機関に預

金口座のある人は、その預金口座から自

動的に振替納税ができま寸。納付のため、

その都度金融機関などに出向く必要があ

りません。

2確実です

納期月の月末（金融機関が1木みの場合

は翌営業El)に口座から自勁的に振替ら
町税を納付期限までに納付されないと、督

れるので、うっかり忘れて涜納となるこ
促状が発送されます。また、納付期限の翌El

とはありません。
から起算して完納する日までの日数に応じて

末納税額に年率14.6％により El割り計算され
※口座振替の申込用紙（口座振替依頼書）は、

町内の金融機関の窓口、役場税務課に用意し

ていまg。申込書は、
る延滞金を合わせて納付していただくことに

なります。ただし、納付期限の翌日から lク
依頼gる金融機関へ提

月を経過する日までは7.3％または特定基準
出することになります。

割合の低い方の年率が遮用されます。

納められない事情のある方は…

個らかの事情で納付が困難な方は、末納のまま放置するごとなく、税務課までこ相談くだ

さい。

|【連絡•お問い合わせ先】 串本町役場税務課合 0735-62-0586（直通） 1 
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◇◇「従業員の個人住民税の特別徴収」を実施していない事業者の方へ◇◇

平成23年度課税から、

個人住民税の特別徴収が義務付けられます。

◆個人住民税の特別徴収とはつ

事業者（給与支払者）が、所得税の源泉徴収と同様に、毎月、従業員（給与所得者：正規

雇用だけでなく、非正規雇用も含む。）に支払う給与から個人住民税（町民税＋県民税）を

徴収（天引き）し、網入していただく制度です。

「従業員の所得税は給与から源泉徴収しているけれども、イ固人住民税は特別徴収をしていない。」

ということはありませんかつ

地方税法第321条の 3、第321条の4等及び串本町税条例第44条、第45条等の定めにより、給与を

支払う事業者は、原則として、特別徴収義務者として従業員の国人住民税を特別徴収していただ＜

ことになっています。

事業者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

1個人住民税の特別徴収の方法による納税のしくみ I

(5月31日まで）

④税の徴収

(6月から翌年

5月の給与支払時）

＂合与支払い報告書の提出

芦
）

|
＞
 

(1月31日まで）

(5月31日まで）

⑤税の納入

（翌月lO日まで） ＞
 0給与支払報告書の提出

毎年 1月31日までに、給与支払報告書を、各従業員の住所地の市町村へ提出（①)してく

ださい。

0特別徴収の事務

毎年5月に特別徴収義務者（事業者）宛に「特別徴収税額決定通知書」をお送りします（②、

③)ので、その税額を毎月の給籾から天引き（④)し、翌月のlD口までに合言十額を各従業員

の住所地の市町村へ納入（⑤)していただきます。

詳細につきましては、串本町役場税務課住民税係までお問い合わせください。

•TEL 0735-62-0586（税務課直通）

• FAX 0735-62-4977 
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経
済
産
染
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

本
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
キ
業
所
を

対
象
に
、

1
年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製

造
品
の
出
荷
額
、
原
材
科
使
用
頷
な
ど
を

潤
査
し
、
製
造
来
の
尖
態
を
nJJ
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
調
査
は
、
同
の
巫
要
な
統
計
調
査
で

あ
り
、
調
査
結
米
は
国
や
地
ガ
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
汽
科
と
し
て

使
わ
れ
る
ほ
か
、
大
学
や
民
間
の
研
究
機

閃
、
小

・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
に

広
く
活
川
さ
れ
て
い
ま
す
。

剃
究
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に
は

本
年
12
月
中
旬
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て

統
計
調
査
貝
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
お

忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す
が
、
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

経
済
産
業
省

和

歌

山

県

串

本

町

な
お
、
皆
様
か
ら
提
出
い
た
だ
い
た
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調

査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://
w
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w
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号
災
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I J痺 ’la旦⑮りは i 

芦丙＝暇9撮卯ヲで究言 I

I「美しい町づくり」のにめ ！ 
！ みんなで参加しましょう。！

1 五ふ
： 一 串本町美化推進協議会 ― i 
I--------------」

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

橋杭岩や潮岬灯台、ラムサール条約湿地に登

録された世界最北限のサンゴ群藩など、串本の

景観を集めた2011年カレンダーが完成しました。□:：;：、 1II ,I．しぷ3 ．湯，

占座観光協会

で販売してお

り、郵送での

販売も受け付

けています。

(l部900円、
郵送の場合は

送科が別途必

要）

［お問い合わせ先l
串本町観光協会 (n0735-62-31 71) 
古座観光協会 (ft0735-72-0645) 
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串本町では、不妊に悩むこ夫婦に対して、不妊治療にかかる費用の一部を助成しています。

対象となる方

不妊に悩むこ夫婦のうち、次の要件をすべて満たす方。

・法律上の婚姻をしている夫婦で、夫又は要のどちらかが和歌山県内に 1年以上住民登録している

• 各種医療保険に加入されている
・夫婦の前年所得の合計が73:J万円未満である

助成内容

助成額： 1年度あたり 厄亙豆］を上限c

助成期間：遠読する 2年度〔助成開始月から24カ月間 (2年間）の期間）

助成対象治療

・医療保険各法に規定する療摂の給付が適用となる不妊治療（タイミング療法・薬物療法など）

・医療保険適用外の不妊治療のうち、体外受精及び顕微鏡授精を除く治療（人工授精など）

・治療の一環として行われる検査、及び治療開始前に不妊原因を調べるための検査

不妊治療を実施する医療機関であれば、助成の対象とします。

（県内はもちろん票外の医療機関も対象とします。）

申請時期 ：治療を受けた日の属する年度内に申謂

申請書類 ： 一般不妊治療喪助成申話呂（薬局での投薬を受けた方ば薬局からの証明~)
一般不妊治療医療機隠受診等証明召

医療機関発行の不妊治療に要した四用に係る領収召

戸籍上の夫婿であることを証明する臼類（戸籍騰本等）

夫掃の住所を確認できる苔類（住民票）

夫婦の前年の所得を証明する書類（所得証明舌）

必要巴類につきましては、串本町保健センターにて用意しています。

＊匿名での相談も受け付けますので、お気軽にこ相談下さい。

お問い合わせ先串本町保健センター ft0735-62-6206 
．~し ● • ~ ・ •・＂ ，曹：曹 ー・~し ． ．，し~．、●• ~. . ．. ~ A 9 ヽ・~~. ．，、．． ，．．・‘ 、,．•. ．，．・.，．．9・曹 ・ • ・ • 9・;曹●』ヽ・• 9.. ・曹 ・ヽ •.. .• : ・ 、.," .，．・ • 、.：. ．, 9・． ．曹•‘' ・ •・． ．．、し● 9・・・. ．．. ・ • ・ヽ・・ • 、,... ．：’‘・ • ・.． ，，．・ • , • ・ •.、 9. • •. 
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＠翠疇
保健センター12月の行事予定は下記のとおりです。

※健診等についてのお巾し込み • お問い合わせは、
保健センター (:zit0735-62-6206) まで。

［成人関係］

健 相談

]：：三I1:〗：ピ I：五＿2階場
※誰でもお気姪1こ会場へお越しください。
(llil冗測定や徒版についての相談を受げております）

畔去3年問がん検診を受けていない方へ■
串本町では過去3年問連続でがん検診を受けていない方へ`
平成22年12月l2B(B)に検診を実施9る予定で9。対象と
なられた方には個別通知を致しますので、必す受診しま
しょう。自分の健康は自分で守りましょう II

♦女性特有のがん検診対象者の皆様へ♦
対象者となられた方には保健センターより個別通知を行っ
ています。
検診はもうお済みですかつ
近年、女性の乳がんが堪加し、幻歳からの子宮がんも年々
増えていま，，検診は無粘でサので是非受診してください，
【受診期問）平成22年12Fl24日（金）迄

［乳幼児関係］

乳幼児健診

日時

11組3:002-1313（木:30） 

11狙3:009-日13（木:30） 

11狙3:0016~日13（木:30） 

1123月：④16～日14（木:00） 

場所

醗セがン旨ター

保ill'セ2pン旨ター

保健センター
2堵

保健センター
2階

乳幼児予防接種

ロ`1~月 168 （木）
l3:00~13:3〕 BCG 

詞事には贔

内 容

21歳黛66ヵヵ月月児児及健び診

3歳61J月健診

4ヵB月C児G位接診種及び

6ヵ月児牡診

各種教室

日時及び内容

l2月l4日（火） l0:00～
ちびっこSt)よこひるI;/.
(6ヵ月～3歳児対象）

※今回はx・mas会です6

※竺仕混合の接杜対象は 7歳6ヵ月木満の方です。
（＝伍混合 11111初回は2()-ぉn/J)|:1開で3回接伍します）

※MR (J/孔 し ん瓜しん混合） の接杜対象は 1 期~ 1歳児，
※f防接往・ひろば・教益の会場はいずれも保飩七ンタ-2階です。

＊歯周疾患検診について＊
平成と年4月1日～平成蕊年3月31Eまでの問で40燦
50歳・①歳 •70歳になる方は、今年度無料にて検診が

受けられま9。対象者の方には困別通知しています。
［受診期問l平成と年12月24日（金）迄

r._ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ → 

イワい”鴨謳種の瞬麟せ邑心
平成22年度

接種期間：平成22年10月 1日～平成23年 1月31日

接種回数： 1回

接種する際には依頼券と予診票が必要です。

詳しくは、個別通知した案内をこ覧ください。

接種期間：平成22年10月 1日 ～ 平成23年 3月31日

接種回数： 12歳以下 2回接種

13歳～64歳 1回接種

接種費用： 3,600円以内 ※接種費用は医療機関により異なります。

(2回自の接種が必要な坦合は2,5fiJ円以内）

生活保護 ・非課税世帯の方

接種前に申請すると、無料で接種できます。

申請後、対象者の方には無料接種予診票をお渡ししますので、医療機関に持参して
接種を受けてください。

1車請揚面I保健センター ・古座分庁舎・和深総合センター

＊串本病院・古座川病院については、直接医療機関の窓口でこ予約下さい。（エ円祝を除く）
＊ワクチンの在即がなくなり次第接種を終了する医拉機関もあります。
＊各医療機関により諸事情が異なりますので、詳細は医原機関へお問い合わせください。

お問い合わせ：串本町保健センター 21: 0735-62-6206 
---------------------------------------------------------J 
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一
マ

場

所

じ

将
来
、
粋
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
胃
昴

機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品

を
駆
使
・
連
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応

で
き
る
白
衛
官
と
な
る
者
を
尭
成
す
る

た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
等
を
対
象
に

採
用
す
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
個

人
の
適
性
に
応
じ
て
、
幅
広
い
教
尭
と

鼎
か
な
人
間
性
を
蓑
い
、
将
来
、
膵
上

自
術
官
と
し
て
大
き
く
進
展
で
き
る
基

礎
を
作
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格

平
成
23
年

4
月
1
日
現
在
、

15
歳
以

ト
17
歳
未
泌
（
平
成
6
年
4
月

2
n
1

平
成
8
年
4
月

1
H生
ま
れ
）
の
男

f
で、

中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

了
受
付
期
限

所
得
税
の
遠
付
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

同
税
Jj
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
新
宮
税
務
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

新
宮
税
務
署

6
0
7
3
5
_
2
2
_
5
2
6
1
 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.nta
.g
o
.jp 

※
平
成
22
年
12
月
木
で
還
付
で
き
る
期

限
を
迎
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
続
税
や
賠
与
税
の
諜
税
対
象
と
な

り
、
実
際
に
相
続
税
や
贈
与
税
の
納
税

額
が
生
じ
な
か
っ
た
方
も
対
象
と
な
り

ま
す
。新

宮
公
祉
役
場
で
は
次
の
と
お
り

「
日
耀
・
無
料
逍
言
公
証
法
律
相
談
」

を
間
設
い
た
し
ま
す
。

▼

日

時

平
成
22
年
12
月
1
9
B
(
B
)

午
前
9
時
1
午
後
5
時

平
成
23
年
1
月
16
日
（
日
）

午
前
9
時
1
午
後
5
時

回
曜
盆
無
料
這
国
臨
証
法
寵
阻
畷

n]募
冤
』
百
衛
隊
高
等
奎

和
歌

111大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

お
知
ら
せ

8
行
事平

成
23
年
1
月

7
H
（
金
）
ま
で

マ
試
験
日

平
成
23
年
1
月
2
2
H
（上）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
新
宮
地
域
事
務
所

0
7
3
5
_
2
1
_
3
4
4
9
 

圏

ぉ
知
ら
せ

児
童
杖
養
手
当
と
は
、
離
婚
・
死

亡
・
逍
棄
な
ど
の
理
由
で
、
父
又
は
母

と
生
計
を
圃
じ
く
し
て
い
な
い
児
・

2

甲
に

つ
い
て
千
当
を
支
給
す
る
制
度
で
、
ひ

と
り
栽
肌
帯
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
培
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象

父
け
の
離
婚
・
父
又
は
け
の
死
＇
」
．

父
又
は
母
が
一
定
以
上
の
障
害
状
態
・

新
宮
公
証
役
場

て
相
談
員

公

証

人

中

村

司

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
所
属
）

て
相
談
内
容

遺
―
―
ロ
・
相
紬
・
離
婚
．

f
の
美
育

費
・
年
金
分
割
・
慰
湖
料
・
財
産
分

与
・
家
族
の
扶
Y

氏
・
任
瓜
後
見
（

i

り四齢

者
等
の
財
庄
管
理
）
・
十
地
建
物
の
貨

貸
借
．
令
銭
の
貸
惜
・
売
買
・
昭
与
・

債
務
弁
済
・
保
証
•
そ
の
他
各
種
の
契

約
・
尊
厳
死
官
一
日
・
会
社
定
款
な
ど

ァ

予

約

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

平
H
（
月
耀
ー
令
曜
）
の
相
談
も
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

新
宮
公
証
役
場（

公
証
人
中
村
司
）

新
宮
市
緑
ヶ
丘

2
T
R
1
番
31
号

（
カ
マ
ッ
カ
ビ
ル

3
階）

6
0
7
3
5
_
2
l
_
2
3
1
4
 

婚
姻
し
な
い
で

4
ま
れ
た
児
章
・
父
又

は
母
か
ら
1
年
以
|
g
這
棄
さ
れ
て
い
る

児
箪
が
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
父
、
母
、
蓑
育
行
又
は
児

童
が
公
的
年
金
や
遣
族
補
償
を
受
け
て

い
た
り
、
所
得
額
が
一
定
以
ー
の
場
合
、

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
給
金
額
（
月
額
）

全
部
支
給

4
1
,
7
2
0
円

一
部
支
給

9
,
8
5
0
円
ー

4
1
,
7
1
0
円

（
第
一
子
は
5
,
0
0
0
円
、
第
三
子

以
降
は
一
人
に
つ
き
3
,
0
0
0
円

加
第
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
IQJ
役
場
保
健
福
祉
課

6
0
7
3
5
_
6
2
_
0
5
6
2
 

（
直
通
）

曳

は、

5
周
年
記
念
串
業
「
南
紀
熊
野
で

ワ
ダ
イ
を
発
信
—
地
域
か
ら
宇
宙
ま
で

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

和
歌
山
人
学
が
南
紀
熊
野
で
取
り
紺

ん
で
い
る
「
紀
伊
半
島
学
」
の
事
例
紹

介
や
、
惑
星
探
杏
機
「
ハ
ヤ
ブ
サ
」
の

紹
介
、
筋
ト
レ
と
脳
ト
レ
か
同
時
に
出

束
る
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
体
験
、

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
受
講
生
の
研
究

発
表
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼

日

時

平
成
22
年
12
月
2
3
H
（
木
・
祝
日
）

午
前
10
時
1
午
後
3
時
30
分

（
和
大
教
員
と
の
交
流
会午

後
4
時
1
)

ご

場

所

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ

l
B
i
g
.

U
I
多
目
的
ホ
ー
ル

▼

定

員

先
着
l
2
0
名

▼
申
込
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込
み
又

は
串
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

‘
 

し▼
申
込
締
切
日

12
月
16
日
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険

契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
某
づ
く
年

令
の
税
務
上
の
取
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
度
、
追
族
の
方
が
年
金
と
し
て

受
給
す
る
生
命
保
険
令
の
う
ち
、
相
続

税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な

い
と
す
る
最
邸
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金

に
係
る
税
務
卜
の
収
扱
い
を
改
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら
平

成
21
年
分
の
各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税

が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る

h
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て

い
る
所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。
こ

の
収
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る

h
ゃ

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

〒
6
4
6

—

o
o
l
l

田
辺
市
新
庄
町3
3
5
3

—

9

E0739

—

23

—

3977 

咽
0
7
3
9
_
2
3

—
3
9
7
8

（
火
ー
上
耀
H午

前
10
時
1
午
後
5
時）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http:
,''
w
w
w
.w
a
k
a
y
a
m
a
-u
.ac
.jp¥ 

n
a
n
k
i
-
k
u
m
a
n
o
 

田

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

12
月
27
日
（
月
）

0
固
定
資
光
税
（
第
3
期）

1
月
4
日
（
火
）

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
9
期）

0
介
設
保
険
料
（
第
9
期）

0
後
期
閥
齢
者
医
療
保
険
料
〈
並
日
通

徴
収
〉
（
第
6
期）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

払
律
に
よ
り
年
率
1
1
.
6
％
の
延
滞
命

が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

〇
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役

場
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

c0735|62

—

0586 

（
直
通
）

集
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連絡先

保

串本町役場本庁舎

(TEL 6 2 -0 5 5 5) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院

(TEL 6 2 -0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課

(TELワ2-001ワ）

涯学習課

(TEL 6 2 -0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター

(TEL 6 2 -6 2 0 6) 

町内放送案内

（醗 0120-928-649)

串木町ホームページアドレス

http//www.town.kushimoto.wakayama」p/

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@town.kushimoto.wakayama.jp 

串

古

学

生

串
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⑫国国国口国国
日曜 行事内容（時間） 場 所 主管課等

7火 第62回人権週間 串本町文化センター 住民課

平成22年12月 (AB会語室）

4日（士）～lO巳（金） 西阿町民文化センター

(13 30-15 30) 

9木 行政相談 占座福祉センター 住民課

(13 30-15 30) 

l2日 町内一斉淳掃 各 地 区串本町
美化推進

（午前中） 協桑会

12日 ふるさとフェア 串本町役場 企画財政課
占座分庁舎

(9 00-12 00ころ） 駐車場

24金 人権行政柑談 古 座 児 星 館 住民課

(13 30-15 30) 

27月 消防団年末誓戒 町内全域 消防団
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今年の火災・救急件数
-10月31日現在一

火災件数

遣物 6件

林野 1件

その他 4件

合計 11件

救 急 件 数

交通ワ3件

急病 609件

その他 2ワ9件

合言t 961件

火災のない住みよい豊かな町づくり

潜伏期 24-48時問
(1本内に入ってから症状が出るまでの時間）

症状おう吐．吐き気・腹痛・下痢•発熱

阻邪の症状に似ている渭腸風邪） l ～2日続き、
後遺症は残らない。

※病気の回1目を遅らせることがあるので下痢止め薬を飲
むの1まやめてください。脱水症状に気をつけて水分補給をc

ひどい場合はかかりつけのお医者さんにかかりましょう。

①手洗いは十分に行いましょう。
②貝類の生食は避け、過熱は十分に

（中まで火を通しましょう）
③給水施設や謁理器具の衛生管理の徹底
④おう吐物や排泄物に汚染されたものの処理は厳重注意

（ウイルスを飛散させない）

下記の方々より串本IIIJふるさとのまちづくり応援

晶金に対し、寄付をいただきました。ご）りなに深く

感謝申し上げますとともに、いただきました奇付は

布効に活用させていただきます。

0和歌山市在住 井上和久様

〇和歌山市在住 井上喜久子様

〇和歌山市 キロステック株式会社様

， ·······················································~ ”1 ヽ

o』 i
和歌山県霰低貸金 時問額 684円

効力発生 日平成22年10月29日

※詳 しいことは下記までこ連絡ください。

［お問い合わせ先］

和歌山労働局臼金室 (n073-488-l l 52) 

新宮労働基準監督署 (n0735-22-5295) 
ヽ--------------------------------------------------------， 

10月号で和歌山労働局から船貝保険制度の一

部が労災保険制度に統合されたことをお知 らせ

しま したところ、全事業上（船舶所布者） が対象

となるのかと のお問い合わせがあ りました。

このことについて．対象 となる事業上は平成

21年12月31日時点で船貝保険に加入 していた事

業上であることを追加修正しお詫び します。

和歌山労拗局 労災補伯課

◇ 募集団地 ◇

団地 名

有田大山町宮住宅

関営l住毎込居惹菱集俊哉知1ら迫

所 在地

串本町有田478-9

住宅の間取り

30K 
木造平屋建て

募集戸数

2戸

月額家貸

公営住宅法により計算した金額

(15,400円～22,ffi]円）
米入居の際には月額家賃の3ヵ月分の敷金が必要です。
※ZTVの加入が必要です。

◇ 申込み用紙の配布・受付の日程 ◇

［期 間 1平成没年12月1日（水） ～ 平成と年12月13日（月）
※ 但し、土躍、日耀及び祝 ・祭日は除きます。

【時間 1午前8時30分～午後 5時まで

［場所］ 串本町役場古座分庁舎建設課（申し込み用紙については、本庁舎にある住民課でも配布します。）

◇ 申し込み資格 ◇

(l)串本町内に住所又は勤務先を有する者。

(2)現に住宅に困窮していることが明らかな者。

(3) 同居しようとgる親族があり、本人を含めて 2人以上の世帯であること。 但し、老人・身体閉害者•その他
特に居住の安定を図る必要がある者として政令で定める者については単身で入居することができる。

(4)町税等の滞納が無いこと。

(5)本人及び同居人の収入を加第して、年間所得金額が孜令の規定以内であること。

(6)警察苔と協定する、法律に規定の暴力団呂でないこと。

※その他の串項については法令を遵守しま9。

◇ 申し込みに必要な書類 ◇

①町営住宅入居申込言 ② 収入証明書 ③納税証明轡 ④ 住民票 ⑤ 婚姻証明書（※該当者のみ）

※その他詳細については、串本町役場建設課住宅係 （合0735-72-0628)までお問い合わせください。

【広告］町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。 ［広告l町収入の一部とするため有料広告を担霰しています。

⑰広 報くしもと 2010.12 広報く しもと 2010.12⑮
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11-2月 .・11-2日

固柩洞柩園《同》

囀⑲据姻釦瞬麟吉で

題商語困詞歴龍蜃型塾弼喩園領屈尋》
鯉僻酋匝蒻膳樋啜器疇
翁い舎金）酋

卑窓詞麿應煽溺匪頴魏鳳
毎◎フ⑤唇＝⑲麿＝◎琶琶⑲

◎開会式

◎物産販売

◎演奏会

◎西向保育園児発表

◎福引抽選会

◎もちまき
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＜串本町防災行政無線放送電話案内サ＝ビス電話番号＞
n 01 1 210,- ,_9J2 •.BJ- 1S~ 9 

【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。


